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摂食障害の人の基本的信頼感について 




要	 	 約	 
本論文は摂食障害の人の内的世界を，TAT 図版 12BG への語りを元に検討することが 














































	 TAT 図版 12BG は，左手に大きな木，右手に一層のボートが描かれ，全体として自然の






















人と，摂食障害自助グループの参加者 30 名（以下，摂食障害群とする。11～30 歳の女性
で平均年齢は 22.6 歳）。調査時の主な症状は拒食 14 名，過食 16 名であった。また比較検
討のため，対照群を設けた。対照群も 30 名で全て女性であった（12～34 歳，平均年齢 21.2
歳）。 
2.2	 調査用具  
	 Harvard 版 TAT 図版 12BG，記録用の筆記用具と白紙を用いた。なお他の目的に応じ
て TAT 図版は 7 枚実施した。12BG 図版はそのうち最後に施行した。 
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3.1	 出現カテゴリー  
3.1.1	 カテゴリー分け  
	 鈴木（1997）によると，人や動物の姿が見当たらない自然の情景の図版 12BG をどうと
らえるかというところには，“人間への関心の強弱”，“語り手自身の自然に対する態度”が



















「⑥：深い結びつき：（定義）登場人物 2 人の深い結びつきを喜ぶという設定で，親密な 2
者関係を志向していると思われるもの；2 名」，「⑦：TAT への関わり方：内容に入らない
といった，TAT への関わり方が主に表れていると考えられるもの；1 名」であった。 




























の関わり方」，以上 4 カテゴリーであった。 




さ」のうち，「最後の最後に…またいっぱいの人が集まる」という 1 名の計 3 名が“つな




聖泉論叢  2017  25 号
6
27 の 3 名で，残り 10 名が“つながりがある”ものと考えられた。χ2検定の結果，“つな
がりのない”ものについては臨床群に有意に多かった（χ2＝5.96 ＜.05）。 



























































	 それに対し，“つながりがある”ものとの比較にはなるが，統制群語り 13 は「あんまし
人がいなさそうな感じ。（略）ちょっともう忘れ去られた感じで，桜か？は咲いてて，ここ
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ところで臨床群には，感覚的な反応を示していると考えられるものが臨床 5，6 の 2 例
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